
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

逐次抜取檢査方式の一例 : 棄却域を設けない場合

森口, 繁一
東京大學第一工學部應用數學教室

https://hdl.handle.net/2324/12939

出版情報：統計数理研究. 3 (1/2), pp.50-52, 1949-12-20. Research Association of Statistical
Sciences
バージョン：
権利関係：



文献及び註
 -1) H Cram& On the theory of Stationary 

    Random Processes, Ann. Math 41(1940)- 

2) J.L.Doob The Elementary G&ussian 
    Process, Ann. Math. Stat. 15 (1941). 

3) G.Maruyama The Harmonic Analysis 

    qf Stationary Stochastic Processes,
理 學 部研 究 報 賃(1947).

4) H. Wold A Study in  th.-: Analysis of 

   Stationary Time Series (1938).
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§1・ まえが き 編集子か ら,急 い で何か書 くよう

に と頼 まれたので.ち ょうど手許に あった1つ の例題

を述べて,ご 参考 に供 し,ま た ご教示 を得 ることと し

た い◎問題 はあ る製品の扱取検査 であ る。検査 された

品 物は良品 と不良 品 とに分 け られ る(い わゆ る`属 性

試轍")。 い ま までの盤験 によ ると,仕 切の不良 率は

10%ぐ らい が普通 であ り,と きた ま30%ぐ らいの も

の も出る とい う。そ して30%以 上の不良率 を もつ仕

切 は坂 引 きした くない のだ そ うであ る。 ところで現在

この品物 の強査,よ1重 の2回 扱取餓 査方式 を用いて行

うこ とになつ てい る。これ を新 しい逐 次裁取強査方式

に改 めるにば どうすれば よいか?そ れがわれ われに

與 え られ た問題 である。

一§2・ 現行の穣査方式 現 行の方式 は大體 次ぎの通

りである,一(1)ま ず5個 を抜 き取 つて試 験 し二それ

が全部 良贔な らば仕切 を合格 とす る。(2)い まの5個

の うちに不良品 があれば,さ らに30個 を援 き坂つて

試験 する。その30個7)う ちめ不臭 品が1個 以下 な ら

ば仕 切 を合格 とす る。(3)い まのSO個 のなかの不臭

品が2個 以上あれば,全 餓 査 を行 フ。

検査中に発見 された不臭品の庭 ユにつ いては明確な

記述 がないが、多分 すべて良品 とと りか えるのであろ

う。そ して仕切 は詰局つねに拝採 され るので,本 來 ノ)

意昧 での生濠 者危険 ば0て ある とい わねi±'ならない 。

潰 費者危険 とい う もの も,本来 ル)窟昧 では考えに くい。

しか し;も しも全敏髄 を受 ける ことな く探揮 され る

確率Lpを 仕 切不良率pに対して 置竜 するな らぽ,

それはある意昧 において桧査 方式 の管性 を表わす もの

と見 られよ う。(こ の曲涙 を``OC曲 訣'と 呼 ほ う。》

われわれの場 合,Lp=(1--p)5+{1-(1-p)s}

{(1-P)so十SOP(1ap}29}で,OC曲 レ豪は第2圃 の74

録7)よ うにな る。 ここで注意 すぺ きは・Pl=O・10に 身



しモL翫=0.666,す なわち,不 良率10%な る仕ゴ 乞

弐 ぎ弐 ぎ と骸 査 す る と き,そ の2/3は 全敷 臓査 を受 け

る こと な く採 揮 され るが,残 りの1/3は 全 .数i象査 を受

け な け れげ な らな い とい うこ とで あ る。またP:ニ0.30

に対してL"=0.168で あ るか ら,不 良 輩3096の 仕

JIUで も,6つ に1つ は全 数 撮 査 を受 け たい で その ま ゝ

採 揮 さ起 て しま う。 、

§3・ 逐 次 扱 坂 槍査 方 式 上 の槍 査方式 にか わ るべ

き逐 弐 抜 取 髄 方式 を,i次 ぎの 條件 に よ つ て立案iし∫て

ト見 よ ラ:-Pl=O 。10,α …1Ei1-LPz=O;P:=O.333,

B≡ 乙β=0・10・(こ の よ う に敦 笹 を え らん だ理 由 は あ

と まわ しとす る。)一'

まず限 界 譲 を定 め る 。a≡ …log{(1一 β)1Ct}=。 。,

b… ≡!og{(ユーor)/β}=1,9t≡iIog(py寿Pt)=o.52244,

y=≡ ≡10g{(1-pl)1(1-p」)}=O.13012,gt十g2=o.65256.

ht≡∋bl(9t十g:)=工.5324,ん ゴ≡≡a/(ρ1十a:)=oo.

s…≡≡■「・」(9t十92)=O.1994.【 記i読 はS.R.G.,``Sequ-

entialAnalysis,Applicatユops'「 二よ る。1從 つ て

一1}SR据…の昼艮5馨譲{ま(lii=・一ん1十sn=-1 .5324十 〇.1994n,

案 却 の 限界 線 はd3=恥+sn=。 。.す なわ ち棄 却 の限

.界線 は 駕限 に上 の方 に あ る。(これ は α=0と とつ た;

≧ に封 謹 す る の で あ る)。 第1厨 。 ノ

継 続

第 響 圏

'…文 ぎにOC曲 線
:P≦sに対して はLp=1,P>8

に繋 して はp=(1-Lpe1ht)t(1-LPVIti):[こ れ らは

atOの 場 合 の式 か ら糧 限 と しで求 めて も容 易 に出 で

くる し,上 記 の文 獣 のAppe且d.ces,Bfo頁 に も出て

い る。】 計算の噴只 は第2曳 の資線 ル)ようにたろ。 こ

れ を現行の方i式に対するOC曲 譲(咳 諮)と 比鮫 して

見 ると,不 良 吃が物30%以 上 のときは,歪 コ喪き を

Ptxけることな ～合権とた る旋冠Lpが,現'テ よ りも小

さくなつてい ることがわか る。す なわ ち,あ る盲犬 こ

おいて,漕 費 ζ危鼓1よ小 さくなつてい ると言える》

§4.卒 均撞査 個敗 わ れわれの場 合には,杢 鞍喧

査 を受 けろか受けない かのちがいはあ るに して も,諮

局 はすぺての仕切か孫毒 されて しまうのであるか 先,

本來 の意昧の生峯者危識 とい うものばつ ねに0で あ る

と言 えるであろう。それで,生 至者ノ)側)・ら見た壕査

方 式ノ).比較鉾 と しては,む しろ午均豫五弼4を 肘題

にす べ きであろう。

現行!)方 式 では,仕 切不臭奪 が1090の ときに圭敷

検査 を受 ける襲 肇が約113で ある。仕切の大 きさがた

とえぱ300で あるとすれば,ZF均 抜査儀致 は5＼O.590

十35×0.0752+500'くO.334=105.8と なる。fヒ切が も

つ と大 きくなれば平均譲査個鴛は さらに場 す。仕切の

大 きさが100で あつた と して も,平均検査 個 致:±;340

である。

改正案 の方 では,仕 切不良率が2bgoを 越 えない鳴

り全婁瞼 査 を受ける確率は0で ある。 そして挙均接登

個教 はnp=hil(s-p)で 興 え られ る。從 つせP=0.1

に対して は7tp=15.4で あ る。(仕 切ル)大きさに差闘

係!)こ れで見 ると,李 均検査 個致 における箭絢は き

わめて著 しい。

§5.合 格品平均 品賀 一一綬に,仕i刀 不臭率Pな る

多藪の仕 切に上詑のよ うな検査 方式 を適用す ると き,

合 格品 の平 均不臭‡はQp=pLpで 興 え られ る。現 行一

と改正奥 との雨方 式について,Pに対するQpの グ ラ

フ(AOQet}:裳)を 作 ると第3圓 のようにな る。これ

で見 る と,仕 嫁不艮率 が約3096以 上 な ら,ぎ現 庁よ り

もよ くなるt:,3096以 下 では†デる くなる。(これはOC

曲錬 の方か ら考 えて も當然 である。)合 柊品干均品箕

第2回 第3圏



囎(AOQL)は 現 庁 ては約706で あるのに,改 正 案

でぱ20%と なる。 この踏 で比 較する と,こ の改正案

は浩費 菖にとつて裾當な``改 喜"で あ ると も言 える。
'
§6改 正理 由と批判 上記 の改iE案 ル)立実 の基慶

敷値は,つ ぎのよ つな條件 を考 えて定めた 一(1)潰

Rtt危 鍛 が現 庁よ り も大 き くな らない こと。(2)生 産

者危譲 および平 均瞼 壷個致 をな るべ く小 さ くす る こ

と。 一

生産者危険 αをなるべ く小 さく しよ うと思 えば,そ

れ を0に とるの が一番 よい とい うことになる。また,

・い まのよ うに"棄 却"の かわ りに``全 数 諏査"と い う

判 決 を出す ような方式 では,極 端 に考 えて仕 切の大 き

さを無限大 と候定 するな らば,全 鼓餓査 を受 ける確事

がす こ しで もあれば,た ちまち平均強査個敷が犀駁大

ぺ な◇て しま うか ら,平 均 瞼査個数 をなるべ くす くな

くす るた めに も,``全 数検査"と い う判 決 を受ける確

隼 をOに す るのがよい と思 われる。 それで以上のよ う

に,普 通 の例題 には出ていない よ うな妙 な定め方 を し

た のである。普 通はZF行 な2直 線 と して現われる限界

線 が,第1圏 の ように``躍"のfJだ け しか現われて

サこな くなつたのは そのため である
。 もつ と も,こ れで

至 厳 餓査 を受け る確率 がつ ねに0と なるわ け で は な

い 。直 譲の傾 糾3よ りも仕切不 良率pの 方 が大 ぎいな

らば,Lpは1よ り小 さ くt・從 つて1・-Lpな る確率 を

もつで``全 致 験査"と な る。これは逐弐抜坂 をい くら

'つ 塁けて も採{睾譲にぶつか らない場 合なのである
。

さてi上 記 の條件の うち(1)の 方 が,``P>0・3の と

き,全 放譲査 を受 けることな く粁 犀 する確率"が 大 き

くな らない よ うにとい うことで あるな らば,一 駁 この

改正案 で目的 が迷 せ られてい る。けれ ど も,も し合権

品平均 品質 か現1テよ りもわる くな らない ようにとい う

ことである と,改 正案 は改悪 となつて しまう。 このま

のところは,浩 費 ぎの立場 か らの希 望 をよ くきいてか

ら決定 しない と,あ とでさんざん苦 府を きか され ろこ

と、こなるか もしれない。_

さらにまた,``良 品 とと りかえ る陣 とい 乏と き,そ

の臭 品は どこか らどう して持つて くるつ も})な のかと

い うことも,筆 者 にとつて は1つ の疑問 である。これ

らの ことを,艶 祭家 か ら,いろい ろな貝麗 例について,

教えてい ただ きたい 。なお,つ い でなが ら,``全 鼓搬

査"で な くて,``棄却"と い う判決 をす る場 合,棄 却 さ

れた仕切はいつたい どう始末 するのかとい うこと も,、

本當の ことが よく分 か らない ので,教 えてい ただ きた

い と、思う。'、 ・ こ'

§乙 む すび 抜取 検査 につい てあ ま りご存 じでな

い方1とば,か な り偏 した ものではあ るが,1つ の例題

を提供 した ことにな り;相 當 よ くご承知の方 には,

α=0と い う特別 な場合の特性 について,ち よつ と庄

意 をうなが すことにな り;實 際 家の方 か らは筆 者の疑

問に答 えていた だ く機縁 とな り得た な らば,質 重 な紙

面 を費 や したこの小文 も,多 少の意養 を持つ わけであ

る。最 鼓に,こ の問題 を筆 者に示 された山内=郎 致提

に感謝の意 を表 ず る。一;'、

順序づけ統計量 を利用 した「平均値 と標準偏差の推定値の計算」について

山 内 二 郎

東京大學 第計一工學 部計測 工學致室

(昭 和24年6月3.日 受 理)

ある正 現分 布 に從 う母集團 か らとつた{淋 をつか つ

て堅均 笹や罠準 偶差 を准麿 すると き,も しその厚本 の

激 が非常 に大 きい と普通 の方法 では手敦 が か ゝる の

で,標 本 を大 きさの順 にな らべい くつかのある番 目の

標4くだけ をつかつて,そ の平均 誼 で平均 笹 た)推虐値 と

した り,部 分範囲 の挙均 随か ら標」{ヒ偏差 を准 翌した り

す ると貴用 上便利 であ り,そ の方面 ル)研究「)・2)が庁わ

れてい る。

平均 をとるときに1票4ミに適當な重 さをつけた ら,一一

弐式 に よる計算 で推定 の敷掌 を幾分 で も高め られ る1>

ではなN・か とい う考 えで、計算 を遙 めて見 た。F.Mo3-

teUer?)の 論文には重 さを考えた計一次式 を扱 つた と詑


